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論文内容の要旨
1986年日本において、地域の中小小売・卸売業者間のオンライン受発注業務を中心とする、日本独自の
流通情報ネットワークとして地域流通VANが登場した。その後数年の聞に、国や自治体からの支援を受
ける形で、地域流通VANは全国の各地域単位で一斉に構築されていった。しかし、 15年が過ぎた現在、
多くの地域流通VAN事業者が経営的に苦境に立たされており、さらに当該事業を辞めてしまう業者も出
てきている。残念なことに、この問、地域流通VANの現状や問題に対する学術的に踏み込んだ研究は殆
どf子われてこなかったといってよし、。
こうした地域流通VANの厳しい現状から必然的に生じる疑問、即ち、地域流通VANは中小、流通業者に
とって最善の効率的情報システムだったのか、あるいは、それが最善だとすれば、なぜ厳しい現状が生み
出されているのか。また、地域流通VANが今後志向すべき方向とはいかなるものか、という問題を見過
ごすわけにはし、かない。このような問題意識が、本研究の背景をなすといえる。
本論文は、そうした認識に基づき、四つの研究課題、即ち第一に、地域流通VANを理論的に位置付け
る試み、第二に、日本でそれが登場する背景分析、第三に、現在の問題の根源的要因の解明、第四に、今
後進むべき方向性の提示、という課題を明かにすることを目的とする。
以上の研究目的を果たすべく、次のように本研究は進められた。
まず、研究課題のマクロな背景分析として、第1章では1980年代を中心とした日本型流通システムの特
徴、商業構造の変化、および、中小商業問題についての検討を行った。第2章では、流通部門における情報
化の問題、特に中小商業問題との関連から日本における流通情報化の展開過程について検討した。第3章
では、地域流通VANの仕組みを理解するために、情報技術的側面からVANとEDIについて検討した。
そして、第4章にて、地域流通VANを、情報力に関して社会的弱者である中小流通業者のための情報
インフラストラクチャーとして位置付ける試みを行った。第5章では、地域流通VANの登場背景を、日
本型流通システムの構造的要因、流通情報化の環境的要因、起爆装置としての電気通信事業法の施行、お
よび他の促進要因から説明した。第6章では、地域流通VANの成長推移と現状を分析した上で、いくつ
かの有力地域流通VANの特性を検討した。さらに、第7章では、地域流通VANが抱える現実的諸問題を
指摘した上で、それに対する処方的提言として収益構造の改善、協力化と広域化、およびインターネット
への対応、という三つの方向を提示するとともに、その限界について論じた。
最後に、終章では、地域流通VAN研究から浮び上がる問題を再構成し、ネットワーク組織の観点、ビ
ジネス的観点、中小商業者の競争力強化の観点、および経済政策的観点、という四つの観点から総合的な
評価を試みた。その上で、今後の地域流通VANに関する政策的な方向性として、市場競争の論理に任せ
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ること、国および地方自治体が支援すること、そして経済政策的な観点から地域流通VANの統合化を推
進すること、の三つの方向性を提示した。そして、結論として、第三の方向性、即ち商圏または経済圏を
基準とした広域単位での統合化が、求められる抜本的な問題解決策として主張された。研究に一貫した視
点があるとすれば、中小流通業者の情報インフラストラクチャーの整備が不可欠だ、ということである。
このことが、ひいては日本型流通システム全体の効率性改善をもたらしうると考える。これが、本論文の、
理論的・政策的インプリケーションである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、地域の中小小売・卸売業者間のオンライン受発注業務を中心とする、日本独自の流通情報ネッ
トワークとして、 1986年以降に登場している地域流通VANが抱えている現状や問題点に対して学術的に
踏み込んだ研究を行っている O
1986年から数年の聞に、地域流通VANは国や自治体からの強い支援を受ける形で、関係者の期待を集
めながら全国の多くの地域で構築されていったが、 15年が過ぎた現在多くの地域流通VAN事業者が経営
上苦境に立ち、 VAN事業から撤退する事業者も現れている。本論文は、こうした厳しい現実を直視し、
さらには何故にそうした事態に陥ったのかという問題意識から出発している O 即ち、地域流通VANは中
小流通業者にとって最も効率的な情報システムだったのか、そうであればなぜ厳しい現状が生み出されて
いるのかまた、地域流通VANが今後指向すべき方向とはいかなるものか、といった点が本研究の主要な
問題意識である。
こうした認識に基づき、本論文は、地域流通VANを理論的に位置付け、日本でそれが登場してきた背
景を分析し、現在の問題の根源的要因を解明し、今後進むべき方向性を提示するという一連の諸課題を設
定し、それらを解明することを目的とする。
まず、第1章では、 1980年代を中心とした日本型流通システムの特徴、商業構造の変化、および中小商
業問題についての検討を実施している。第2章では、流通部門における情報化の問題、特に中小商業問題
との関連から日本における流通情報化の展開過程について検討しているO 第3章では、地域流通VANの
仕組みを理解するために、情報技術的側面からVANとEDIについて検討している。
そして、第4章において、地域流通VANを情報力に関して社会的弱者である中小流通業者のための情
報インフラストラクチャーとして位置付ける試みを行った。第5章では、地域流通VANの登場背景を、
日本型流通システムの構造的要因、流通情報化の環境的要因、起爆装置としての電気通信事業法の施行、
および他の促進要因から説明している。第6章では、地域流通VANの成長推移と現状を分析した上で、
いくつかの有力地域流通VANの特性を検討している。さらに、第7章では、地域流通VANが抱える現実
的諸問題を指摘した上で、それらに対する対処法的提言として収益構造の改善、協力化と広域化、および
インターネットへの対応、という三つの方向を提示するとともに、その限界について論じている O
最後に、終章では、地域流通VAN研究から浮び上がる問題を再構成し、ネットワーク組織の観点、ビ
ジネス的観点、中小商業者の競争力強化の観点、および経済政策的観点、という四つの観点から総合的な
評価を試みている。その上で、今後の地域流通VANに関する政策的な方向性として、市場競争の論理に
任せること、国および地方自治体が支援すること、そして経済政策的な観点から地域流通VANの統合化
を推進すること、の三つの方向性を提示している。そして、特に筆者の結論として、第三の方向性、即ち
商圏または経済圏を基準とした広域単位での統合化が、求められる抜本的な問題解決策として主張されて
いる。
本論文が高く評価される点は次の二つの点である。第一に、地域流通VANが登場してから、 15年ほど
が経過したにもかかわらず、学術的に踏み込んだ研究は殆ど行われてこなかった。その中で、本論文は分
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析視点、を商業論的視点、及び情報管理論的視点の双方に置いて出発しながら、地域流通VANの登場背景を
体系的かっ精敏に分析しており、また地域流通VANが抱えている問題に対する根源的な理解及び、マクロ
的な評価を試みている。第二に、本論文に一貫した視点として、中小流通業者の'情報インフラストラクチャー
の整備が不可欠だ、ということを主張しており、その視点から日本型流通システム全体の効率性改善がも
たらされるとの政策方向を提言しているO
本論文では、実証的な研究アプローチとして、 VAN事業者やVAN~こ参加している卸売業、小売業など
の経営者、現場従業員等からアンケート方式による調査を一部実施しているが、問題を抱えている企業か
らの非協力などによって、必ずしも十分なサンフ。ル数を確保で、きたわけではない。この点は、現場の詳細
なヒアリングによって補われてはいるが、反面では日本の地域流通VANを体系的に検証するというまで
には至っていな ~)o
このような若干の問題点は指摘できるが、それらも本論文の価値を根底から揺るがすものではない。本
論文は日本の地域流通VANに関する最初の本格的な研究として高く評価できる O
以上のことから、審査委員会は本論文が博士(経営学)に値するものとの結論に達した。
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